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ＰＭ2.5に含まれる水溶性成分の濃度変化

1 はじめに

近年の自動車排出ガス対策や廃棄物焼却炉の対策によ

り、一次排出粒子は減少しており、二次生成粒子、特に

硫酸塩と有機粒子の割合が高まっている。これらの成分

の濃度は、特に夏期には光化学反応などで変化している

可能性もある。そこで、平成19年度から、ハイブリッド

式のPM2.5連続測定機を用いて観測するとともに、そのテ

ープろ紙を用いて成分分析を行っている1,2)。ここでは、

平成20年度の夏期の結果について報告する。

2 調査方法

調査地点は、江東区環境科学研究所屋上と一般大気環

境測定局３地点（狛江、東大和市、東青梅）の計４地点

である。

PM2.5の連続測定は、ハイブリッド式（β線／光散乱）

の連続測定器（Thermo社製SHARPモニター）で行った。

テープろ紙はPTFE製のものを用い、テープ送りは３時

間あるいは１時間毎とした。テープろ紙を回収後、スポ

ットを切り抜き、超純水で超音波抽出後、イオン成分を

イオンクロマトグラフ（日本ダイオネクス社製DX-500）

で、水溶性有機炭素（WSOC）をTOC計（Sievers社製900）

で測定した1)。ここで、WSOCは有機化合物が大気中で

酸化されることにより生成する二次生成粒子の指標と

されるものである3)。

3.結果

図１に、夏期のPM2.5連続測定結果及び光化学オキシ

ダント(Ox)濃度を示した。夏期のPM2.5濃度は他の季節

上野広行 秋山薫 三好猛雄 横田久司

石井康一郎 石井真理奈 鈴木智絵*

伊藤雄一** 樋口幸弘**

(*非常勤研究員 **東京都環境局環境改善部)

〔報告〕

青梅2008

0

20

40

60

80

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
7月 8月

P
M
2
.5

（
μ

g
/
m
3
)

0

40

80

120

160

O
x
(p
p
b
)

PM2.5

Ox

東大和2008

0

20

40

60

80

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
7月 8月

P
M
2
.5

（
μ

g
/
m
3
)

0

40

80

120

160

O
x
(p
p
b
)

PM2.5

Ox

狛江2008

0

20

40

60

80

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

7月 8月

P
M
2
.5

（
μ

g
/
m
3
)

0

40

80

120

160
O
x
(p
p
b
)PM2.5

Ox

江東2008

0

20

40

60

80

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
7月 8月

P
M
2
.5

(μ
g
/
m
3
)

0

40

80

120

160

O
x
(p
p
b
)PM2.5

Ox

青梅2008

0

20

40

60

80

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
7月 8月

P
M
2
.5

（
μ

g
/
m
3
)

0

40

80

120

160

O
x
(p
p
b
)

PM2.5

Ox

東大和2008

0

20

40

60

80

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
7月 8月

P
M
2
.5

（
μ

g
/
m
3
)

0

40

80

120

160

O
x
(p
p
b
)

PM2.5

Ox

狛江2008

0

20

40

60

80

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

7月 8月

P
M
2
.5

（
μ

g
/
m
3
)

0

40

80

120

160
O
x
(p
p
b
)PM2.5

Ox

江東2008

0

20

40

60

80

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
7月 8月

P
M
2
.5

(μ
g
/
m
3
)

0

40

80

120

160

O
x
(p
p
b
)PM2.5

Ox

図 1 2008 年夏期における PM2.5 及び Ox 濃度
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よりも全体的に高く、特にOx高濃度時に濃度が高くなる

傾向が見られた。濃度変動パターンは、江東と多摩の３

地域とで異なっており、江東では自動車等の影響を強く

受けていることが表れている。多摩地域のなかでも青梅

はNOx濃度が最も低い地域であるが、PM2.5濃度は東大和

や狛江よりも高くなることも多く、光化学反応の影響が

強いことが示唆された。

図２には、Ox日最高濃度とその時のPM2.5濃度との関係

を示した。ばらつきはあるものの、各地点において相関

係数0.7程度の相関があり、Ox高濃度時にPM2.5濃度が高

くなることがわかる。Oxが高濃度になる気象条件、すな

わち海陸風循環が繰り返されるような場合に汚染物質が

蓄積される現象が見られる4,5)が、この現象がPM2.5にも表

れていると考えられる。また、高濃度Oxにより有機物や

SO2の酸化が促進され、PM2.5が二次生成されている可能

性も考えられる。
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図３には、８月７日～10日のPM2.5、SO4
2-、WSOCの濃

度変化を示した。SO4
2-とWSOCの挙動は似ていたが、

WSOC/ SO4
2-比は、光化学反応が進んでいる青梅の方が江

東よりも高かった(図４)。このことは、区部から多摩地域

程度の範囲において有機物質の酸化反応が起こっている

可能性を示唆している。SO4
2-の起源については、主要な

SO2排出源である重油・石炭の燃焼施設のみならず海外か

らの移流の影響6）の可能性も指摘されている。一方、有

機粒子については、前駆物質であるVOCなどが都内事業

所から排出された場合に、その近傍で粒子化していると

すれば、SO4
2-より比較的地域的な対策を取りやすいと思

われる。さらに、高濃度Oxが前駆物質の酸化を促進して

いるとすれば、PM2.5対策としてのOx対策も検討が必要で

ある。

2008年8月 江東
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2008年8月 東大和
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2008年8月 青梅
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図３ PM2.5、SO4
2-、WSOC濃度の濃度変化

図２ Ox 日最高濃度と PM2.5濃度との関係

図４ WSOC/SO4
2-比の比較


